
　　教師の用いる対称詞が児童に与える影響

一児童は教師に、何と呼ばれたいと思って回るのか一
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　The　I㎡luence　of　the　Class　Teacher’s　Naming　to　His／Her　Pupil

－What　Naming　Does　Pupil　Want　to　Be　Caned　by　Hi3／Her　Class　Teacher？一

Nozomi　IMANAGA　Yoko　TANAKA＆Hideaki　TAKAGI　　　　　　　　　　　　，

1．問題と目的

　対称詞（address　terms）とは、鈴木（1973）によって示された「人を表す言葉の概念」であり、

あなた・おまえ、お父さん、先生、山田さん、山田、山ちゃん、太郎さんなど、日本語の中で、話

の相手を表したり相手への呼びかけに用いられたりする言葉の総称である。対面した相手を、どの

ような方法によって呼びかけるかについては、呼びかける側と呼びかけられる側の関係性や、呼び

かけが行われるときの状況などの要因によって、選択が行われてきている（田中，1999）。尾崎（1998）

は、相手との関係を考慮してどのような呼称（対称詞）を選ぶかは、日本語社会に暮らす者にとっ

て日々選択を迫られる問題であり、そこで使われた呼称は、当事者間の対人関係を、肯定的方向へ、

あるいは否定的方向へと大きく変えるカを持っている、と述べている。また、渡辺（1998）は、呼

称という行動様式は、常識として社会の中に存在し、この行動様式には、呼ぶ人が呼ぶ相手をどう

とらえているかという待遇価（敬意）のつきまとうことが多い、と指摘している。

　このことは、教師が児童を呼びかける際においても、例外ではないと考えられる。教師は、児童ど

の関係や、そのときの状況などによって、児童に用いる対称詞を選択しており、対称詞の用い方に

よって児童との関係が肯定的方向に、または否定的方向へと変わることも予想される。児童に向け

ての対称詞は、さまざまな選択肢があり、更に意識的にしろ無意識的にしろ、その選択は教師の側

に迫られる。児童との関係を考えて、いかなる対称詞を選択するかは、現場の教師にとっても悩ま

しい問題であろう。

　これまで，中・高・大学生や企業における対称詞の使用実態や、好悪感情、また教師が生徒に対

して用いる対称詞の現状については明らかにされてきた。しかし、教師が児童に対して用いる対称詞

については明らかにされていない。小学生時代というものは、様々な規範意識を養い、基礎基本と

なる学力・体力を身につけるための重要な時期である。また、小学校の高学年になると、思春期に

さしかかり、さまざまな事柄に敏感になる時期でもある。児童が、教師に何と呼んで欲しいと思って

いるのかを明らかにする事は、教師と児童の関係をよりよいものとする手がかりとして有効であろ

う。そこで本研究では、小学校の児童の中でも4～6年生の高学年を対象に、児童は教師に何と呼

んで欲しいと思っているのかを、明らかにすることを目的とする。
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＊＊　東京学芸大学大学院連合学校教育学研究科
＊＊＊学校教育講座
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豆．方法

1）調査対象：横浜市と横須賀市の公立小学校4校、4～6年生1056名（男子567名、女子486名、

　不明3名）。内訳は、4年生370名（男子212名、女子155名、不明3名）、5年生337名（男子176

　名、女子161名）、6年生349名（男子179名、女子170名）であった。

2）　調査期間：平成16年11月1日～12，月7日

3）　調査手続：個別記入式の質問紙法で行った。回答は無記名で行われ、各小学校においてクラス

　毎に担任の先生による集団配布形式で実施した。

4）質問紙の内容：

　①性別・学年・組を問う項目

　　　調査協力者の、性別・学年・組について、記述式で回答を求めた。性別は、男・女から選択

　　をするように、学年と組については、数値を記入するようにした。

　②　教師に呼んで欲しい呼び方に関する項目，

　　　「学校の先生」に、自分のことを何と呼んで欲しいと思うかを、自由記述で回答を求めた。

　　呼んで欲しい名前がたくさんある場合には、順位をつけて、すべて記入するように求めた。ま

　　た、「学校の先生」に、そのように呼んで欲しいと思う理由があればその理由を、それぞれ自由

　　記述で回答するように求めた。

　③　担任の先生からの呼ばれ方に関する項目

　　　現在の担任の先生に、どのような時に、どのような呼ばれ方をするかを自由記述で回答を求

　　めた。回答欄は、担任の先生からの呼ばれ方について記述する欄と、その呼ばれ方をするのは

　　どのような場面や状況の時であるかを記述する欄から構成された。

　④呼ばれ方のイメージに関する項目　　　　　　　　　　　・
　　　筆者が独自に作成した呼ばれ方のイメージに関する項目を用いて、学校の先生から5種類の対

　　詞花で呼ばれた時のイメージについて、それぞれ「とてもそう思う」「ややそう思う」「どちら

　　ともいえない」「あまりそう思わない」「まったくそう思わない」の5件法で回答を求めた。5種

　　類の対称詞は、「姓＋さん」「名＋さん」「姓の呼び捨て」「名の呼び捨て」「ニックネーム」から

　　成る。呼ばれ方のイメージに関する項目は、「やさしい感じ」「好かれている感じ」「気軽に話せ

　　る感じ」のポジティブなもの3項目と、「冷たい感じ」「緊張する感じ」「嫌な感じ」のネガティ

　　ブなもの3項目の計6項目からなる。それぞれの項目について、「とてもそう思う」に5点、「やや

　　そう思う」に4点、「どちらとも言えない」に3点、「あまりそう思わない」に2点、「まったく

　　そう思わない」に1点の数値を与え、得点化を行った。

皿．結果

1）　教師に呼んで欲しい呼び方

　　「学校の先生」に呼んで欲しい呼び方について、自由記述をもとに、クラス名簿を用いて、「姓

　さん」「名さん」「姓」「名」「ニックネーム」「フルネーム」の6種類に分類した。「姓さん」とは、

　ここでは苗字の「さん付け」「くん付け」両方を含むものを指す。「姓」「名」は、それぞれ姓や名

　の呼び捨てを表す。「ニックネーム」は、ここでは姓・名の「ちゃん」付け、姓・名を短縮したも

　の（ハナコの場合“ハナ”など）、姓・名の短縮形に「ちゃん」を付けたもの（ハナコの場合、“ハ

　ナちゃん”など）、姓・名に関係のないニックネームで、ネガティブな意味合いを含まないものを
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言う。「フルネーム」には、呼び捨て、さん・くん付けの両方を含む。姓・名に関係のないニック

ネームで、ネガティブな意味合いを含む可能性があるものや、あんた・お前などは、極端に回答

者が少なかったので、「その他」に分類した。また、回答方法を誤っているものも、「その他」に

分類した。

　児童が教師に呼んで欲しい呼び方1位及び2位について、回答の割合を図に表した。その結果、

教師に呼んで欲しい呼び方1位において、「姓さん」で呼んで欲しい、と答えた児童が39％で最も

多く、次いで「ニジクネーム」で呼んで欲しい、と答えた児童が25％であった（図1』1）。教師に

呼んで欲しい呼び方2位においては、教師に「ニックネーム」で呼んで欲しいと答えた児童が34％

で最も多く、次いで「姓さん」が23％であった（図1－2）。
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1％5％

34％

12％

口訳さん

口名さん

田姓

目名

目ニックネーム

臼フルネーム

ロその他

14％

図1－2　教師に呼んで欲しい呼び方2位

2）呼んで欲しい理由について

　　教師に呼んで欲しい呼び方の理由について、3名の研究者でK：J法による分類を行った。教師に

　呼んで欲しい呼び方1位について、距離を保った対称詞であると思われる「姓さん」と、接近し

　た呼び方であると思われる「ニックネーム」で呼んで欲しいと答えた理由を取り上げて、分析した。
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　「姓さん」で呼んで欲しい理由としては、「この呼び方が最も「シンプル」で「普通」だから」

と答えたものが、26．0％で最も多く、次いで「「学校」だから、友達ではなく「先生」だから苗字

にさんをつけて呼んだほうがいい」と答えたものが、21．2％であった。また、「現在の（または今

までの）先生が、「姓さん」で呼んでいるから「姓さん」で呼んで欲しい」と答えたものが、15．2％．

あり、「変な呼び名で呼ばれても困る」「呼び捨てをされるのは嫌」などといった、「姓さん以外の

呼び方は嫌だ」と答えたものが、一13．2％であった（図2－1）。

　「ニックネーム」で呼んで欲しい理由としては、「友だちや、親から呼ばれている呼び方で、こ

のニックネームで呼んで欲しい」としたものが34．0％で最も多く、次いで「先生と楽しく話せる

感じで、親しみのある呼び方だから」「先生と仲良ぐなれる感じがするから」といった、「親しみ

がある」と答えたものが、25．0％であった（図2－2）。
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3）　担任の先生からの呼ばれ方

　　場面・状況についての自由記述において、「授業場面」、「授業以外の揚面」、「いつでも同じ」と

　いう分類をした回答が多かった。よって、担任の先生に、ある対称詞で呼ばれる時の場面・状況を、

　「授業中」「授業中以外」「いっでも同じ」の3つに分類した6また、回答者の人数は少ないが、

　「怒られる時」の呼ばれ方について、特に言及している回答は特徴的であったので、「怒られる時」

　についても、結果にまとめた。「怒られる時」については、「あんた・お前など」も呼び方の項目

　に加えた。

　　担任の先生からの呼ばれ方について、「授業中」においては「姓さん」で呼ばれると答えたもの

　が、68％で最も多かった。その他の呼び方については、「名」，が9％、「ニックネーム」が8％、

　「名さん」が7％、「姓」が4％、「フルネーム」が3％で、ばらつきがあった（図3－1）。「授業中

　以外」の呼ばれ方では、「ニックネーム」が56％で最も多く、次いで「名」が19％であった。（図

　3－2）。「いつでも同じ」呼ばれ方では、「姓さん」が46％で最も多く，次いで「名」が20％、「ニッ

　クネーム」が19％であった（図3－3）。「怒られる時」については、「姓」が48％で最も多く、次い

　で「名」が32％であった（図3－4）。

3％1％

4％

7％

8％

三尺さん

ロ名さん

旧姓

日名

田ニックネーム

ロフルネーム

国その他
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項3－4 「怒られる時」の呼ばれ方

4）呼ばれたい呼び方との一致

　　教師に呼んで欲しい呼び方1位と、現在担任の先生から呼ばれている呼び方の一致度を検討した。

　その結果、教師に呼んで欲しい呼び方と、現在担任の先生から呼ばれている呼び方が、一致している

　のは65％で、不一致は35％であった。担任の先生からの呼ばれ方は、複数回答を認める項目であった

　ため、複数回答者については、いずれかが一致していれば、「一致」とみなした。結果は、図4に示す。
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図4　教師に呼んで欲しい呼び方と、担任からの呼ばれ方の一致

5）呼ばれ方のイメージ得点

　（1）、平均値と標準偏差

　　　5種類の呼ばれ方（姓さん・名さん・姓・名・ニックネーム）について、そのイメージを明ら

　　かにするため、呼ばれ方のイメージに関する項目を用いて、呼ばれ方のイメージ得点を求めた。

　　石津（2000）や、三島（2003）の研究より、対称詞に対するイメージには、性差があることが予

　　想されるため、この分析は男女別に行った。姓さん・名さん・姓・名・ニックネームでの呼ば

　　れ方に対する、イメージの平均値と標準偏差を男女別に算出した。呼ばれ方のイメージの得点

　　を、呼び聖別、男女別に示したものを表1－1～1－6に示す。なお、ここでの可能最高得点はすべ

　　て5点である。

表1－1　項目「やさしい感じ」の平均値と

　　　　標準偏差

呼ばれ方 性別 N 平均値 標準偏差
男 478 2．97 1」5

姓さん
女 455 3．20 1．02

男 478 2．97 1．28
名さん

女 455 3．18 2．64

男 478 1．87 1．09
姓

女 455 2．01 1．08

男 478 2．23 1．24
名．

女 455 2．72 1．30

男 478 3．41 1．34
ニックネーム

女 455 3．77 1．23

表1－2項目「好かれている感じ」の平均値と

　　　標準偏差

呼ばれ方 性別 N 平均値 標準偏差
男 473 2．27 tO5

姓さん
女 448 2．35 0．97

男 473 2．50 t22
名さん

女 448 2．73 1．15

473 1．90 1L11
姓

女 448 t98 1．08

男 473 2．20 1．25
名

女 448 2．62 1．27

男 473 3．09 1．37
ニックネーム

女 448 3．37 t30
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表1－3項目「気軽に話せる感じ」の平均値と

　　　標準偏差

呼ばれ方 性別 N 平均値 標準偏差
男 462 2．83 1．23

姓さん
女 445 2．84 1．15

462 2．88 1．30
名さん

女 445 3．16 1．23

男 462’ 2．34 t32
姓

女 445 2．40 1．26

男 462 2．52 1．36
名

女 445 3．02 t38

男 462 3．62 t37
ニックネーム

女 445 3．86 1．21

表1－5項目「緊張する感じ」の平均値と

　　　標準偏差

呼ばれ方 性別 N 平均値 標準偏差
男 476 2．40 1．32

姓さん
女 456 2．59 1．29

男 476 2．28 1．22
名さん

女 456 2．31 1．16

476 2．65 1．49
姓．

女 456 2．69 1．52

男 476 2．48 1．37
名

女 456 2．36 1．30

男 476 t88 1．13
ニックネーム

女 456 1．80 0．98

表1－4　項目「冷たい感じ」の平均値と

　　　標準偏差

呼ばれ方 性別 N 平均値 標準偏差
男 482 2．19 t10

姓さん
女 454 2．10 1．03

男 482 2．10 1．12
名さん

女 454 t95 tO2
男 482 3．26 t39

姓
女 454 3．21 1．34

男 482 2．97 1．42
名

女 454 2．63 1．30

482 1．90 t11
ニックネーム

女 454 1．81 1．02

表1－6項目「嫌な感じ」の平均値と標準偏差

呼ばれ方 性別 N 平均値 標準偏差
男 486 2．21 1．33

姓さん
女 462 2．01 1」7

男 486 2．25 1．33
名さん

女 462 2．03 1．21

男 486 3．14 1．51
姓

女 462 3．08 t45
男 486 2．90 t54

名
女 462 2．56 1．42

486 1．99 1．30
ニックネーム

女 462 t79 tO8

（2）性別と呼ばれ方による差異

　性別と呼ばれ方の違いについて検討するため、各イメージごとに性別×呼ばれ方の分散分析

　を行った。分散分析の結果、「やさしい感じ」「好かれている感じ」「気軽に話せる感じ」「冷た

い感じ」「緊張する感じ」において、有意な交互作用がみられた。（それぞれF（2．952，2747．870）＝

　2．785，p＜．05、　F（3．550，3262．588）＝5．262，p〈．001、　F（3．551，3213．415）＝6。517，p＜．001、　F（3．188，

　2977．246）＝2．844，p〈．001、　F（3．493，3248．631）＝2．574，p〈．05）であった。「嫌な感じ」について

は、交互作用はみられず、性別・呼ばれ方ごとの主効果のみが見られた。主効果は、それぞれ

　（F（1，946）＝14．473，p〈．001）（F（3．365，3183．671）＝176．365，　p〈．001）であった。なお、分散，共分

散の等質性に関するMauchlyの球形検定の結果、帰心仮説が棄却された場合は、自由度は

Greenhouse・Geisserの修正値を用いた。

　交互作用が有意ではなかった「嫌な感じ」の項目について、性別、呼ばれ算置の主効果が見

　られた。まず、性別による差は、男子よりも女子の方が優位に低かった（p〈．05）。呼ばれ方に

　よる差は、Tukeyの且SD法による多重比較を行った結果、「ニックネーム」が他の4つの呼ばれ

方よりも「嫌な感じ」が有意に低く、「姓さん」「名さん」が「名」「姓」よりも有意に低く、「名」

は「姓」よりも有意に低かった（p〈．05）。結果は、表2－1、2－2に示す。
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表2－1項目「嫌な感じ」の男女別平均値（標準偏差）

男 女 検定結果
嫌な感じ 2．45（1．45）　2．35q．39）　男〉女

表2－2　項目「嫌な感じ」の呼ばれ方別平均値（標準偏差）

姓さん 名さん 姓 名 ニックネーム HSD
嫌な感じ　2．11（1．26）　2．14（1．28）　3．11（1．48）　2．74（1．49）　1．89（1．20）　3＞4＞2，1＞5

注）①：’姓さん②名さん③：姓④：名⑤＝ニックネーム

　次に、交互作用が見られた「やさしい」「好かれている」「気軽」「冷たい」「緊張」について、

単純主効果の検定を行なった。まず、性差について、「やさしい感じ」では、「姓さん」「名さん」

「名」「ニックネーム」において、女性の方がそれらを有意にやさしい感じがすると答えていた。

「好かれている感じ」では、「名さん」「名」「ニックネーム」で、男性の方がそれらを有意に好

かれている感じがしないと答えていた。「気軽に話せる感じ」では、「名さん」「名」「ニックネ

ーム」で、女性のほうがそれらを有意に気軽に話せる感じがすると答えていた。「冷たい感じ」

では、「名」において、女性のほうが「名」を有意に冷たい感じがしないと答えていた。「緊張

する感じ」では、「姓さん」で、男性のほうが・「姓さん」を有意に緊張する感じが低いと答えて

いた。結果は表3に示す。

表3　呼ばれ二二の男女差

やさしい　好かれている 気軽 冷たい 緊張
姓さん

名さん

姓
名

ニックネーム

男く女

男く女

　コ　コ

眠く女

男く女

　コ　の

男く女

　コ　ロ

男く女

男く女

　の　ロ

男く女

　し　ロ

男く女

男く女

n．S．

n。S．

　　　コ

男〉女

n．S．

男く女

n．S．

n．S．

n．S．

n．S．

　　　　ノ　ロ
　次に、呼ばれ方による差についそは、項目「やさしい感じ」について、男子においても女子

においても、「ニックネーム」は「姓さん」「名さん」、「姓」「名」よりも有意に高く、「姓さん」

丁名さん」は「名」「姓」よりも有意に高く、「名」は「姓」．よりも有意に高かった（p〈．05）。

　項目「好かれている感じ」について、男子においては、「姓」は、「名」「姓さん」「名さん」

「ニックネーム」よりも有意に低く、「名」「姓さん」は「名さん」「ニックネーム」よりも有意

に低く、「名さん」は「ニックネーム」よりも有意に低かった（p〈．05）。女子においては、「姓」

は「姓さん」「名」「名さん」「ニックネーム」よりも有意に低く、「姓さん」は「名」「名さん」

「ニックネーム」よりも有意に低く、「名」「名さん」は「ニックネーム」よりも有意に低かっ

た（pぐ05）。

　項目「気軽に話せる感じ」について、男子においては、「ニックネーム」は「名さん」「姓さ

ん」「名」「姓」よりも有意に高く、「姓」「名」は「姓さん」「名さん」よりも有意に低かった

（p〈．05）。女子においては、「ニックネーム」は「名さん」「名」「姓さん」「姓」よりも有意に

高く、「姓」は「姓さん」「名」「名さん」よりも有意に低かった（p〈．05）。

　項目「冷たい感じ」について、男女とも、「姓」は、「名」「姓さん」「名さん」「ニックネーム」
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よりも有意に高く、「ニックネーム」「名さん」「姓さん」は「名」よりも有意に低かった（p〈．05）。

　項目「緊張する感じ」について、男子においては、「ニックネーム」は「名さん」「姓さん」

「名」「姓」よりも有意に低く、「名さん」「姓さん」「名」は「姓」よりも有意に低かった（p＜．05）。

女子においては、「ニックネーム」は「名さん」「名」「姓さん」「姓」よりも有意に低く、「名さ

ん」「名」は「姓さん」「姓」よりも有意に低かった（p〈．05）。

　なお、結果は表4に示す。

表4男女別に見た呼ばれ方の差

やさしい 好かれている 気軽 冷たい 緊張
男　⑤〉①②〉④〉③　⑤〉②〉①④〉③　⑤〉②①〉④③　③〉④〉①②⑤　③〉④①②〉⑤

女5＞1，2＞4＞35＞2，4＞1＞35＞2，4，1＞33＞4＞1，2，53，1＞4，2＞5
注）①：姓さん②：名さん③＝姓④：名⑤＝ニックネーム

爪1．考察

　　調査結果から、児童が教師に呼んで欲しい呼び方は、「姓さん」「ニックネーム」が共に高い割

合を占めることが明らかになった。

　まず、「姓さん」についての考察をしていく。児童が、教師に「姓さん」で呼んで欲しい理由とし

て、「「普通」だから」「「学校」だから」「現在の（または今までの）先生がそう呼んでいるから」

という理由が五位を占めていた。また、実際に現在の担任の先生から授業中において、約7割の児童

が「姓さん」で呼ばれていた。このことから、児童は、教師が「姓さん」で呼ぶことは、学校にお

いて「「当たり前のこと」と受容しており、呼ばれ慣れていると考えられる。そのため、教師に「姓

さん」で呼んで欲しいと回答したのであろう。一方、教師に対する反発心から「姓さん」で呼んで

欲しいと回答した児童が少しいることもわかった。「姓さん」で呼んで欲しい理由として、「変なあ

だ名とかで呼ばれてもこっちが困るから」「名前で呼ばれたりしたらきもちわるい」「呼び捨てをさ

れるのは嫌」「呼んでほしくない、せめて苗字に「さん」で」などと回答した児童が13．2％いた。こ

れは、教師からニックネームなどの接近した呼び方をされることを避けた結果、「姓さん」で呼んで

欲しいと答えたものと推測できる。

　また、児童の「姓さん」に対するイメージは、どちらかと言えばやさしい感じがして、冷たい感

じ・嫌な感じ．のしない対称詞であると同時に、好かれている感じもしない対称詞であった。また、

緊張する感じも少なかった。つまり、「姓さん」はネガティブなイメージはしない対称詞であるとい

えるが，授業中というオフィシャルな場でよく用いられる対称詞であるため、特に好かれている感

じもしないようである。

　次に「ニックネーム」についての考察を行う。「ニックネーム」は、6割弱の児童が授業中以外に

おいて、担任教師から呼ばれている対称詞であった。児童が、教師に「ニックネーム」で呼んでほ

しい理由として、最も多いものは「友人が呼ぶから」というもので（34．O％）、具体的には「友達が

いつもそう呼ぶから」「お母さんやみんなに、ずっとそう呼ばれてきたから」という内容のものであ

った。次いで、「親しみのある呼び方だから」という理由が25．0％で多かった。実際の記入例として

は、「友達感覚で呼んで、先生との仲を深めたいから」「先生と話すのが苦手だけど、でもそういう

ふうに呼ばれると気楽」「みんな○○‘（ニックネーム）と呼んでいて、先生もみんなと伺じように呼

んで欲しいから」などであり、「ニックネーム」で呼んで欲しいと答えた児童は、教師とも友達と同
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じように仲良くしたい、と考えたことから、そのように答えた可能性がある。

　児童の「ニックネーム」に対するイメージは、男女ともに「姓さん」「名さん」「姓」「名」の4つ

の対称詞よりも有意に「やさしい感じ」「好かれている感じ」「気軽に話せる感じ」がするという結

果が得られた。また最も「緊張する感じ」「嫌な感じ」のしない対称詞であり、「冷たい感じ」もし

ないものであった。「ニックネーム」は、全体的な傾向としてポジティブなイメージがあり、より心

理的距離の接近した対称詞であると言えるであろう。山口・平田・高坂（2003）の中・高生を対象

とした研究においても「あだ名で呼ばれるほうが＼名字を「○○さん」、「△△くん」と呼ばれる場

合よりも、および名字を呼び捨てにされる場合よりも、有意に心理的距離が親密になる」とあり、

これと同様のことが本研究においても言えた。

　これに対して、「姓」は、男女とも、5つの対称詞の中で、最も「やさしい感じ」「好かれている感

じ」に当てはまらない対称詞であり、最も「冷たい感じ」「嫌な感じ」のする対称詞であった。山口

ら（2003）は、中学校の教育現場において、教師の中には生徒のことを「おい、山口！」とか「お

まえらは、どうして遅刻するんだ！おまえたちは、ここで何をしているんだ？」と言った形で、生

徒の人格を無視したような呼び方で生徒に接している教師がいることを指摘している。姓の呼び捨

てに対するイメージが、児童にとってネガティブであったことは、小学校でも中学校と似たような

ことがあるということであろうか。さらに、神奈川県内の小学校においては、男女とも姓のさん付

け呼びが浸透しており、児童にとって姓の呼び捨てはあまり慣れ親しんだ対称詞と言えないもので

あろう。また、「怒られる時」について、特に呼ばれ方を書いていた児童の結果をまとめたところ、

「姓」が48％で最も多く、次いで「名」が32％であった。このことより、怒られる時には、姓また

は名の「呼び捨て」になる傾向にあると言え、「姓」にネガティブなイメージが伴う要因のひとつと

考えられる。

　以上のよう層に、全体的な傾向として、「姓さん」は、学校の先生が呼ぶ呼び方として「普通」で、

呼ばれ慣れた対称詞であり、「ニックネーム」は友達からよく呼ばれる対称詞で、親しい感じがする、

という結果が得られた。また、どんな対称詞であれ、呼ばれ慣れるとその対称詞を好ましく感じる

ようになるようであった。しかし、いかなる呼び方であっても、一概に「これが児童にとって最も

よい呼び方である」というものはないと言える。回答を個々に見ていくと、児童それぞれの考え方

があり、全ての児童がひとつの傾向に当てはまるわけではない。ただ、ひとつ確かなことは、筆者

の予想以上に、教師が便宜的に何気なく使い分けたのかもしれない呼び方を、児童は敏感に感じ取

っているということであった。どのような呼び方で呼ぶにしろ、何かしら明確な基準が必要かもし

れない。児童との信頼関係や児童理解をもとに、児童との関係を肯定的に保つような対称詞を選択

する配慮が求められる。このひとつの例として、児童に呼んで欲しい呼び方を聞き、その呼び方で

呼ぶことや、授業中は全員「姓さん」で呼び、休み時間は全員．rニックネーム」で呼ぶと言うよう

に、場面によって対称詞のレベルを統一することを提案したい。

　相手の名前を覚え、呼びかける、ということは人間関係の形成において、大きな意味を持つこと、

であろう。児童と教師の間で用いられる対称詞について、様々な角度から検討し、よりよいあり方

を探ることが求められる。
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